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Abstract
In this paper we discussed a humanistic exchange of literary thoughts and productions between Mizukoshi 
Kônan, a Japanese composer of poems in the Chinese style, and some Chinese diplomats under the Qing Dy-
nasty, including Li Ruqian, Jian Nianxian, Sun Dian and Li Shuchang, in the 1880s. We described several 
significant aspects of the exchange, compiling the related materials as many as we could.
はじめに
我々は水越耕南（名は成章，号は畊南とも．1849－1933 年）と清国文人との文藝交流について，耕南
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刻」というのが何を指すのかが問題になろうが，黎汝謙の在任期間から考えれば，1883 年 11 月刊行の『游
讃小稿』7）あたりかと推測される．耕南の著書へのかかわりを挙げるなら，黎汝謙はまた，耕南の嘱に
応じ，その評撰に成る『皇朝百家絶句』（本荘輔二・本荘千代平・浜本伊三郎，1885 年 1 月刻成納本）の
書名を 1884 年陰暦閏 5 月（ほぼ陽暦の 6 月）に揮毫している．
なお，『翰墨因縁』の序を書いた朝鮮人池運永（1852－1935 年）の『香秋山館詩稿』に黎汝謙が神戸在任





















































をしたため（1883 年 7 月ごろ），かつ「江山有助」との題辞を贈っている（同年 8 月）．
さて，横浜で六ヶ月勤務した後，黄超曾は 1884 年 4 月，日本各地における漢詩文の取材と収録の活




第五代理事徐承礼（1884 年末から 1888 年初頭にかけて在任）との交流については，あったかもしれな
いが，残念ながら資料がないため，触れることができない．
第六代理事蹇念咸（1888 年 1 月初めから 1891 年 2 月ごろまで在任）は，高知の詩人三浦一竿（1834－
1899 年）の『江漁晩唱集』附録によれば，虚甫と号し，貴州の人15）．
『神戸又新日報』明治 22（1889）年 6 月 12 日号に耕南の「贈中江篤介君」と題する詩 16）が載っており，こ
れに対する除広坤と顧厚焜の評が付されている．除広坤は正しくは徐広坤，字は橘孫，江蘇省呉県の人，




同 9 月 8 日号所載の耕南の「読清国諸文士布引山唱和之什，爰次原韻」詩には，蹇念咸の評が付されて
いる．顧厚焜らの神戸滞在中のことを詠っているのかもしれない．




































まとめられ，刊行された．孫点は字は君異，安徽省来安県の人．1888 年 1 月 2 日から 1891 年 5 月 26
日まで公使館の随員を務め，任満ちて帰国する途中，海に溺れて 37 歳で死んだという20）．
（1）　孫点との交流
『神戸又新日報』明治 22（1889）年 3 月 12 日号に「在東京清国公使館　孫点〔君異〕」という作者名で「水
越畊南来自神戸，往還両見，情見乎詞，口占二律，次和大作，並送其帰」と「己丑一月廾又三夜，走送畊
南道兄錦旋兵庫，三畳前韻」の都合三首の詩が載っている．




























































































































































る．すなわち 1889 年陽暦 5 月の初めには神戸理事府に身を寄せていたわけで，これは多分兄弟の念咸
を頼ってのことだったのではないかと想像されるのである．
蹇念恒が耕南と唱和した詩は『神戸又新日報』明治 22 年 4 月 12 日号と 5 月 5 日号に掲載されているが，
ここではその題だけ示しておくことにする．
『神戸又新日報』明治 22 年 4 月 20 日号：畊南「奉贈清国秀才蹇仲常先生」，仲常蹇念恒「畊南先生
以詩見贈依韻奉酬録呈郢正」















7）　同年 7 月中旬から 1 ヶ月足らずの間の讃岐旅行中に詠んだ詩を集めたもの．
8）　『古今詩文詳解』第 161 集，明治 18 年 5 月 15 日，9 ～ 12 頁．『神戸又新日報』明治 19 年 6 月 24 日．
9）　前掲王宝平「清末駐日外交使節名録」．





























26） 折田年秀『五峰小稿』（折田年秀，1895 年）所収「春夜聞雨」詩原注（44 丁），森貞雄「須磨浦療病院史」（『歴史と
神戸』第 4 巻第 2 号，1965 年 5 月 15 日）．
27） 1890 年の重陽節（10 月 22 日）に紅葉館で唱酬された詩を集めて編まれた『庚寅讌集三編』（孫点編）の「登高集」
に黎庶昌の「初秋自奈良至新宮訪徐福墓絶句十二首」が録されており，また，黎は「訪徐福墓」と題する文章（『旧
小説』十七　己集二所収）を著しており，その末尾に「光緒十六年八月帰後十日記」とある．「光緒十六年八月」は
1890 年 9 月 14 日から 10 月 13 日までに相当する．
28） 『神戸新報』明治 15 年（1882 年）4 月 19 日号に亀谷省軒の「奉贈水越耕南君」と題する詩が載っており，遅くと
もこの頃から両人の付き合いのあったことが知られる．
29） 耕南の詩はいずれも『神戸又新日報』明治 23 年 11 月 12 日号にも載っている．主として題に多少の字句の異同
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